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シンポジウム： 

北方の文化と環境再生、生物多様性 ～北海道の環境政策～ 

 

 本年10月の名古屋における COP 10（生物多様性条約第10回締約国会議）の開催を踏

まえ、環境保全・野生生物保護についての監視が高まっている中、 COP 10にかかる国

際的動向を踏まえ、北方圏における環境と文明を基盤に置いた北海道の環境保全政策

を議論するため、2010年 6 月26日に、(財)北海道環境財団との共催で、「北方の文化と

環境再生、生物多様性～北海道の環境政策～」と題するシンポジウムを開催した。本

シンポジウムにおいては、2 名による基調講演を行うとともに、2 名が加わり 4 名のパ

ネリストによるパネルディスカッションを行った。以下に、基調講演者の報告要旨と

パネルディスカッションの討論概要を掲載する。 

 

 

・基調講演 

  「北方圏の環境と文明」 

   ······················ 安田 喜憲 国際日本文化研究センター教授 P. 4 

  「生物多様性の保全をめぐる国際的動向と日本の取組」 

   ······················ 黒田 大三郎 環境省参与 P.11 

 

 

・パネルディスカッション ·········································  P.21 

 パネリスト 安田 喜憲  国際日本文化研究センター教授 

 黒田 大三郎 環境省参与 

 大島 直行  伊達市噴火湾文化研究所所長 

 五十嵐智嘉子 （社）北海道総合研究調査会 専務理事 

 司   会 深見 正仁  北海道大学公共政策大学院教授 

 


